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正副議長挨拶・町長挨拶

副
議
長
就
任
挨
拶

　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
薦

に
よ
り
嘉
島
町
議
会
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
副
議
長
と
し
て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
に
認

識
し
て
、
町
執
行
部
と
の
健
全
な
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
一
層
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
嘉
島
町
議
会
議
員
選
挙
を
勝
ち
抜

き
、
新
た
な
選
良
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
改
め

ま
し
て
ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
少
子
高
齢
化
、
地
方
を
取
り

巻
く
課
題
が
山
積
す
る
中
、
わ
が
町
が
目
指

す
「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都

市
―
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
水
の
郷（
さ
と
）」の

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
待
っ
た
な
し
！
町
は
議
会
と
共

に
嘉
島
な
ら
で
は
の
地
方
創
生
を
一
層
加
速
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
権
者
に
期
待
さ
れ
る
議
員
各
位
の
活
躍
、

奮
闘
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

⑨
鍋
田
　
　
平

議
長
就
任
挨
拶

　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
薦
に
よ

り
、
嘉
島
町
議
会
議
長
の
要
職
を
賜
り
ま
し
た
。
要
職
を
担
う
に
あ

た
り
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
地
方
創
生
、
防

災
、
危
機
管
理
対
策
な
ど
喫
緊
の
課
題
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

認
識
し
、
社
会
構
造
の
変
遷
に
対
応
し
た
議
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
政
策
実
現
に
向
け
て
議
員
相

互
の
連
携
を
図
り
、
更
な
る
町
の
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑪
清
㟢
　
輝
昭

町長
荒木　泰臣

第30号嘉島町議会だより
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議員抱負

　

新
鮮
な
気
持
ち
で

議
員
職
務
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
り

良
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
議
会
組
織
の

一
員
と
し
て
存
在
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　

〝
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
言
え
る
町

づ
く
り
〟
を
目
標

に
、
皆
様
と
共
に
実

現
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や

高
度
化
等
に
的
確
に
対
応
し
、

地
域
の
抱
え
る
課
題
に
応
え
る

満
足
度
が
高
く
、
効
果
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
町
民
と

行
政
が
知
恵
を
出
し
合
う
協
同

の
ま
ち
「
活
力
と
潤
い
に
満
ち

た
田
園
文
化
都
市
～
住
ん
で
良

か
っ
た
！
水
の
郷　

嘉
島
～
」

想
い
が
実
現
す
る
町
政
を
め
ざ

し
て
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
一
人
お

一
人
の
ご
意
見
を
お

聴
き
し
、
元
気
な
地

元
、
誇
り
が
持
て
る

地
元
を
作
る
た
め
新

し
い
発
想
で
取
組
み

ま
す
。

　

平
成
最
後
の
第
１

回
定
例
会
に
お
い

て
、
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
心
発
起
、
監
査

業
務
に
努
力
し
、
本

町
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
頑
張
り
ま

す
。

　

安
全
・
安
心
で
「
未

来
に
誇
れ
る
郷
土
」
の

実
現
と
町
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
町
執
行

部
と
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

『
あ
な
た
と
創
っ

て
い
き
た
い
元
気
な

嘉
島
』
が
活
動
の
基

本
で
す
。
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
行

政
と
共
に
嘉
島
町
の

ま
ち
づ
く
り
の
下
支

え
を
担
っ
て
行
く
所

存
で
す
。

　

震
災
か
ら
日
々
復

旧
す
る
嘉
島
町
に
お

い
て
、
未
来
を
見
据

え
た
政
策
実
現
の

為
、
議
会
議
員
と
し

て
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安

全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
全
身
全
霊
で
頑
張
り

ま
す
。

　

教
育
に
対
し
て
も
町
民
・
保

護
者
・
町
・
教
育
委
員
会
・
議

会
が
一
緒
に
考
え
、
問
題
を
解

決
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

①
満
田
　
和
浩

④
蜂
屋
　
敏
光

⑦
境
野
　
隆
文

②
園
田
　
義
宣

⑤
春
日
　
堅
一

⑧
森
田
　
義
雄

③
増
岡
　
　
司

⑥
川
野
　
伸
一

⑩
木
下
　
　
徹

第30号 嘉島町議会だより
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３月定例会

平成31年　第１回

３月定例会
３月８日～13日

条例改正、補正予算など25件が提案され、全案件可決・承
認しました。また、追加提案された同意案３件についても
同意しました。

議案審議　可決・承認された議案

31年度当初予算54億９千万円

平成31年度予算状況（一般会計・特別会計）　　　　　　　　　 （単位：千円）

会　　計　　名 31年度当初予算 30年度当初予算 前年比

一般会計 5,490,628 5,342,490 148,138

特
別
会
計

国民健康保険 1,105,798 1,039,704 66,094
住宅新築資金等貸付 220 140 80
介護保険 826,025 827,432 △1,407
公共下水道事業 557,389 398,289 159,100
後期高齢者医療 124,572 120,541 4,031
簡易水道事業 79,007 22,299 56,708

　平成28年熊本地震から３年が経過し、地震関連では災害公営住宅の整備など一部完了してい
ない事業もあるが、「嘉島町復興計画」に基づき着実に進められている。平成31年度当初予算
は、「嘉島町総合計画」に掲げられた重要政策課題を着実に執行するため、54億9,062万８千
円が計上された。（前年比2.8％増）
　歳入の内訳は、町税、繰入金等の自主財源が47.9％、地方交付税、国・県支出金、町債等の
依存財源が52.1％の構成となり、自主財源は前年より１億8802万円増え、構成比で2.3ポイン
ト増加した。また、性質別の歳出内訳は、人件費、扶助費、公債費等の義務的経費が39.0％、
物件費、補助費、維持補修費等の経常的経費が22.1％、普通建設事業費、災害復旧費等の投資
的経費が26.8％、繰出金、積立金、予備費等が12.1％となった。

○嘉島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について
　・消防団活動の充実強化をはかるため、団員の年報酬を引き上げるもの

○嘉島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・消防団活動の充実強化をはかるため、団員が災害等の職務に従事する場合の費用弁償を引き上げるもの

○天災その他特別の事情がある場合、その被害者に対する国民健康保険税の減免に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について
　・地方税法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、本条例を制定する必要があるため

○嘉島町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・児童福祉法の一部改正に伴い、本条例を制定する必要があるため

○嘉島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
　制定について
　・学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴い、事業の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたことに伴い、

　　本条例を制定する必要があるため

第30号嘉島町議会だより
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３月定例会

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
　・下水道使用料の滞納処分を行うにあたり、本条例を制定する必要があるため

○嘉島町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一
　部を改正する条例の制定について	
　・学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴い、本条例を制定する必要があるため

○嘉島町公民館条例の一部を改正する条例の制定について
　・嘉島町公民館の建物の老朽化に伴い、現在の公民館を廃止し、新たに嘉島町民会館の一部を公民館として位置付ける

　　ため、本条例を制定する必要があるため

○嘉島町上六嘉荒尾団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第１回変更）の締結について
　・災害公営住宅の建築棟数（18棟）が確定したことにより建築費等を増額するもの

○嘉島町西村門ノ久団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第１回変更）の締結について
　・災害公営住宅の建築棟数（17棟）が確定したことにより建築費等を増額するもの

○災害復旧工事協定書（第３回変更）の締結について
　・事業費の増額に伴い、熊本県との協定の変更をする必要があるため

○嘉島町町道の路線認定について
　・上島地区（松前記念館横）の開発で設置された道路が、開発業者から町に寄附されたため町道に認定するもの

○平成30年度　嘉島町一般会計補正予算（第５号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から５億7,424万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を59億2,250万７千円とするもの

○平成30年度　嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に2,163万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を12億3,559万７千円とするもの

○平成30年度　嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から6,893万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を８億7,447万５千円とするもの

○平成30年度　嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から1,040万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額を４億4,894万５千円とするもの

○平成30年度　嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に90万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億2,511万６千円とするもの

○平成30年度　嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から261万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額を2,036万８千円とするもの

○監査委員の選任に付き同意を求めることについて
　・春日　堅一 氏（新任：議選監査委員）

○教育委員会の委員の任命に付き同意を求めることについて
　・髙松　ひづる 氏（新任：井寺）

○農業委員会の委員の任命に付き同意を求めることについて

同意案件　同意された案件

氏　名 地　区 氏　名 地　区
髙木　　勝美 井　　寺 下田　　　司 上　　島
森田　　義美 北  甘  木 岩永　　俊夫 上　　島
榮　　　　恵 北  甘  木 岡　　　牧生 鯰
福永　　哲夫 上  六  嘉 佐藤　美代子 鯰
松永　　雄治 上  六  嘉 山内　　秀一 高　　田
村上　　卓也 西　　村 齊藤　　　進 上  仲  間
本田　　博士 下  六  嘉 林田　　　篤 下  仲  間
森下　　文夫 下  六  嘉 吉田　　二郎 犬　　渕
友田　　  葊 三郎無田

第30号 嘉島町議会だより
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一部事務組合

総務常任委員会

◎森田　義雄
○園田　義宣
　清﨑　輝昭
　川野　伸一
　（写真左から）

◎木下　　徹
○増岡　　司
　鍋田　　平
　蜂屋　敏光
　（写真左から）

◎境野　隆文
○満田　和浩
　春日　堅一
　（写真左から）

清﨑　輝昭
増岡　　司

◎川野　伸一
○園田　義宣
　森田　義雄
　境野　隆文
　増岡　　司
　満田　和浩

◎鍋田　　平
○木下　　徹
　森田　義雄
　境野　隆文

経済厚生常任委員会

建設常任委員会

　境野　隆文
　川野　伸一

　木下　　徹
　鍋田　　平

　森田　義雄
　蜂屋　敏光

議会運営委員会

広報特別委員会

上益城消防組合 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 御船地区衛生施設組合

上益城広域連合議会議員

清﨑　輝昭

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会）（※主たる所管　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・町民課） （※主たる所管　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　建設課・都市計画課） （※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業
  　嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

※嘉島町・御船町・甲佐町・山都町
　４町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
　３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・益城町・甲佐町
　４町で運営する組合

税のより公正な課税や徴収、教育施設及び教育環境の充実に努め、
学力の向上や社会人がスポーツに親しめる機会を図ります。

嘉島町の「農政」「地域福祉」「児童・高齢者福祉」や「健康づくり」
など、町民生活に視点をおいた活動を行っていきます。

町発注工事の進捗状況の調査を中心に、委員会としての役割を果た
しながら、県内外の都市計画や環境保全等の視察を行い最新の情報
を取り組み、本町の発展に寄与してまいります。

委員会等の構成 第30号嘉島町議会だより
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一般質問
　　

２
０
１
８
年
３
月
末
の

デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
嘉
島

町
の
認
定
率
が
14
．３
％
と

な
っ
て
お
り
、
合
同
審
査

会
を
行
っ
た
嘉
島
町
を
含

む
17
市
町
村
の
平
均
認
定

率
38
％
、
熊
本
県
平
均
認

定
率
36
．４
％
と
大
き
く

差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
行
政
不
服
審
査

会
へ
の
申
立
て
は
あ
っ
た

の
か
。

　

現
在
、
在
宅
・
軒
先
避

難
を
さ
れ
て
い
る
方
は
い

る
の
か
。

　

嘉
島
町
で
は
、
平
成
31

年
１
月
末
時
点
で
、
申
請

件
数
14
件 

認
定
件
数 

２

件
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
者
よ
り
、
災
害
弔

慰
金
支
給
調
査
票
の
提

出
を
受
け
、
聞
き
取
り
調

査
、
各
種
書
類
の
提
出
な

ど
を
受
け
、
熊
本
県
の
合

同
審
査
会
で
、
嘉
島
町
の

災
害
弔
慰
金
等
支
給
審

査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
時
に
は
、
市

町
村
が
単
独
で
認
定
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
判
定

に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
統
一
性
を
図
る

た
め
、
熊
本
県
の
合
同
審

査
会
で
の
審
査
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
関
連
死
認

定
基
準
に
該
当
す
る
か
、

否
か
の
判
断
を
す
る
の
が

審
査
会
で
、
認
定
さ
れ
た

も
の
に
限
り
、
弔
慰
金
が

支
払
わ
れ
る
も
の
で
、
嘉

島
町
の
認
定
率
が
低
い
の

は
、
因
果
関
係
が
認
め
ら

れ
な
い
と
の
判
定
を
受
け

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
不
服
の
申
し
出

に
つ
い
て
、
行
政
不
服
の

申
し
出
は
あ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
在
宅
避
難
、
軒

先
避
難
を
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
、
平
成
31
年
２
月
現

在
で
確
か
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
世
帯
及
び
仮
設
住

宅
か
ら
自
宅
再
建
さ
れ
た

世
帯
に
つ
い
て
も
、
支
え

合
い
セ
ン
タ
ー
で
見
守
り

が
必
要
と
判
断
し
た
世
帯

に
つ
い
て
は
、
活
動
を
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
災
害
公
営
住
宅
期
間

は
、
熊
本
地
震
が
発
生
し

た
平
成
28
年
４
月
14
日
か

ら
平
成
31
年
４
月
13
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。
そ
の

後
は
、
町
営
住
宅
へ
移
行

し
ま
す
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
移
行
後
の
入
居
条

件
や
家
賃
は
ど
う
な
る
の

か
。

　

ま
た
、
住
宅
の
応
急
修

理
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
場
合
、
空
室
が
出
て

も
入
居
で
き
な
い
か
。

　

災
害
公
営
住
宅
期
間

は
、
熊
本
地
震
が
発
生
し

た
日
か
ら
３
年
間
で
あ

り
、
そ
の
後
入
居
を
希
望

す
る
被
災
者
が
な
い
場
合

に
は
、
被
災
者
以
外
を
入

居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

発
災
か
ら
３
年
を
経

過
し
ま
す
と
、
入
居
条
件

と
し
て
所
得
条
件
が
付
き

町
民
課
長

建
設
課
長

税
務
課
長

園
田 

義
宣 

議
員

熊
本
地
震
に
伴
う

震
災
関
連
死
認
定

率
が
低
い
理
由
は

熊
本
地
震
に
伴
う
恒

久
的
な
住
ま
い
の
確

保
の
支
援
策
は

熊
本
地
震
に
伴
う

被
災
住
宅
用
地
の

固
定
資
産
税
の
取

扱
は

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
入

居
決
定
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
そ
の
ま
ま
継
続
可
能

で
あ
り
、
家
賃
の
算
定
基

準
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
応
急
修
理

制
度
を
受
け
て
お
ら
れ
て

も
、
町
営
住
宅
入
居
条
件

に
合
致
す
れ
ば
該
当
者
に

な
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
「
平
成
31
年

度
税
制
改
正
の
大
綱
」
に

お
い
て
、
被
災
住
宅
用
地

の
特
例
期
間
を
平
成
32
年

度
ま
で
延
長
す
る
旨
、
12

月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
特
例
延
長
の

要
件
は
何
か
。

　

熊
本
地
震
は
、
嘉
島

町
に
お
い
て
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

居
宅
５
６
９
棟
、
納
屋
等

５
４
９
棟
、
そ
の
他
（
店

舗
等
）
21
棟
の
合
計
、

１
，
１
３
９
棟
の
公
費
解

体
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
嘉
島

町
に
お
き
ま
し
て
も
住
宅

再
建
等
の
復
旧
復
興
が
進

ん
で
き
て
お
り
ま
す
が
、

諸
事
情
に
よ
り
住
宅
再
建

が
進
ん
で
い
な
い
住
宅
用

地
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
例
措
置
の

期
間
の
延
長
は
、
熊
本
地

震
で
住
宅
が
解
体
さ
れ

た
土
地
に
対
し
、
更
地
よ

り
税
額
が
低
い
住
宅
用

地
（
平
成
28
年
度
と
同

様
、
２
０
０
㎡
ま
で
は
課

税
標
準
額
を
６
分
の
１
に

２
０
０
㎡
を
超
え
た
部
分

は
課
税
標
準
額
を
３
分
の

１
と
す
る
。
）
と
み
な
し

て
引
き
続
き
２
年
間
固
定

資
産
税
を
軽
減
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

第30号 嘉島町議会だより
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一般質問
　　　

子
育
て
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、
浮
島
周
辺
水

辺
公
園
内
に
認
可
保
育
所

が
、
平
成
32
年
４
月
１
日

に
開
所
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
、
保
育
所
入
所
希
望

者
の
家
族
に
と
っ
て
は
、

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
隣
接
す
る
町

道
浮
島
線
は
、
交
通
量
も

多
く
道
路
の
整
備
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
計
画
等
は
あ
る
の

か
。

　

公
園
北
側
の
内
水
池

に
架
か
る
木
製
の
遊
歩

道
は
、
老
朽
化
に
よ
り
腐

建
設
課
長

都
市
計
画
課
長

町
民
課
長

食
し
て
い
る
状
況
で
す
。

修
繕
等
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

　

ま
た
、
保
育
所
の
規
模

や
事
業
者
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

町
道
浮
島
線
の
道
路
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

路
幅
員
が
狭
く
、
交
通
量

が
増
加
し
て
い
る
状
況
か

ら
平
成
29
年
度
よ
り
事
業

に
着
手
し
、
平
成
30
年
度

は
浮
島
公
園
よ
り
東
側
の

一
部
区
間
に
つ
い
て
拡
幅

工
事
を
施
工
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
県
道

六
嘉
秋
津
新
町
線
か
ら
浮

島
公
園
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
、
当
初
予
算
に
測
量

設
計
委
託
費
を
計
上
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
、
地
権

者
等
へ
の
事
業
説
明
を
行

い
、
ご
理
解
と
ご
協
力
得

て
早
期
に
完
成
で
き
る
よ

う
進
め
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

境
野
議
員

　

平
成
32
年
４
月
１
日
の

開
所
に
間
に
合
う
の
か
。

建
設
課
長

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予

算
に
測
量
設
計
委
託
費
を

計
上
し
て
お
り
、
そ
れ
か

ら
地
権
者
様
へ
の
説
明
と

な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

き
る
か
は
お
答
え
で
き
ま

せ
ん
。

　

浮
島
周
辺
水
辺
公
園
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
水
の
郷　

嘉
島
」
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
浮
島
神

社
と
そ
れ
を
取
巻
く
遊
水

池
と
一
体
的
な
公
園
整
備

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
５
年
６
月
に
公
園

南
側
６
，
９
３
３
㎡
を
供

用
開
始
し
、
続
い
て
平
成

６
年
７
月
に
北
側
の
部
分

１
３
，
１
２
１
㎡
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
る
公
園
と
し

て
利
用
さ
れ
、
平
成
９
年

に
は
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト

ポ
リ
ス
推
進
賞
」
に
選
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
供
用
開

始
後
25
年
が
経
過
し
て
い

る
中
、
こ
れ
ま
で
地
域
の

皆
様
の
様
々
な
活
動
や
維

持
管
理
委
託
に
よ
り
自
然

に
癒
さ
れ
る
公
園
と
し
て

管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

公
園
内
の
施
設
で
は
、

熊
本
地
震
に
よ
り
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
再
建
出

来
た
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ご
質
問
の
公
園
北
側

の
内
水
池
に
架
か
る
木
製

の
遊
歩
道
は
老
朽
化
に
よ

り
使
用
出
来
な
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
立
入
り
を
禁
止
し
来
園

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
完
全
に
防

ぎ
き
れ
な
い
事
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
池
の
周
辺
は
別

経
路
の
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
要
性
、
安
全
性
を
考
慮

し
、
全
面
撤
去
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
然
に
癒
さ
れ

る
公
園
と
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
拝
聴
し

維
持
管
理
を
こ
れ
ま
で
同

様
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

境
野
議
員

　

木
製
遊
歩
道
の
撤
去
の

時
期
は
、
何
時
ご
ろ
に
な

る
の
か
。

都
市
計
画
課
長

　

現
在
ロ
ー
プ
に
よ
り
進

入
を
制
限
し
て
お
り
ま

す
が
、
容
易
に
進
入
さ
れ

る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
護
岸
に
接
続
す
る
部

分
に
つ
い
て
は
木
製
遊
歩

道
に
容
易
に
進
入
出
来
な

い
よ
う
に
早
急
に
部
分
撤

去
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

浮
島
公
園
の
保
育
園
の

事
業
者
は
、
１
月
９
日
に

事
業
者
選
定
委
員
会
を
開

催
し
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
山
都
町
の
櫻
心
会
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

浮
島
公
園
北
側
の
用
地

３
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
に
１
２
０
名
規
模
の
保

育
園
を
建
築
さ
れ
ま
す
。

　

開
所
は
、
２
０
２
０
年

４
月
と
い
う
こ
と
で
、
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
櫻
心
会
は
山
都

町
で
50
名
規
模
の
保
育
園

を
運
営
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
密
着
し
た
保
育
所

と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

進
捗
状
況
は
、
保
育

所
の
設
計
業
務
、
開
発
の

申
請
業
務
も
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
待
機
児
童
解
消
の

た
め
、
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

境
野 

隆
文 

議
員

浮
島
周
辺
水
辺
公

園
内
認
可
保
育
所

設
置
に
伴
う
周
辺

の
環
境
整
備
は

町道浮島線

第30号嘉島町議会だより
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嘉
島
町
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
「
夢
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
も

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
増

設
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
等
の

進
出
も
決
定
し
、
町
は
活

気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
も

増
加
傾
向
で
す
が
、
そ
れ

に
伴
う
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
新
た
な
交
通

手
段
と
し
て
、
モ
ノ
レ
ー

ル
を
熊
本
市
か
ら
嘉
島
町

ま
で
整
備
す
る
構
想
は
な

い
の
か
。

　

嘉
島
町
の
更
な
る
発
展

に
向
か
っ
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
う

え
で
、
熊
本
・
嘉
島
間
の

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て

モ
ノ
レ
ー
ル
を
整
備
す
る

考
え
は
、
大
変
夢
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
熊
本

市
か
ら
嘉
島
町
ま
で
モ
ノ

レ
ー
ル
整
備
を
行
う
た
め

に
は
、
膨
大
な
費
用
の
問

題
（
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
が
、
90
億
円
／
㎞
、
熊

本
県
の
空
港
ア
ク
セ
ス

の
た
め
の
（
空
港
～
熊
本

駅
）
試
算
が
、
１
３
０
億

円
／
㎞
）
な
ど
実
現
性
が

非
常
に
難
し
い
た
め
整
備

す
る
構
想
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

現
在
の
交
通
渋
滞
に

対
す
る
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

内
に
公
共
交
通
機
関
の
拠

点
で
あ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
有
す
る
た
め
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
推
進

し
、
中
心
市
街
地
へ
の
車

の
乗
り
入
れ
を
抑
制
す
る

と
と
も
に
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
路
線
バ
ス
の
利
用

を
促
進
し
て
お
り
、
春
と

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
お

い
て
は
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を

配
布
す
る
な
ど
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
現
存
の
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
や
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
広
報
・

啓
発
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

鍋
田
議
員

　

今
後
、
10
年
後
、
20
年

後
の
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

と
し
て
、
未
来
を
考
え
た

構
想
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
の
で
、
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

　

嘉
島
町
で
も
子
ど
も
に

不
審
者
に
よ
る
声
掛
け
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
未
然
防
止
や
抑
止

に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
が
一
番
効
果

的
と
思
い
ま
す
が
、
設
置

計
画
は
あ
る
の
か
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３

月
小
中
学
校
及
び
幼
稚

園
の
敷
地
内
に
合
計
11
台

の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
６

月
の
定
例
会
に
お
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
通

学
路
の
防
犯
対
策
と
し
て

カ
メ
ラ
の
有
効
な
設
置
場

所
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
問
題
、
整
備
や
維
持
管

理
に
要
す
る
費
用
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
５
月
に

新
潟
市
で
小
学
生
が
殺
害

さ
れ
遺
体
が
Ｊ
Ｒ
の
線
路

に
遺
棄
さ
れ
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
件
が
発
生
し
、

犯
罪
の
抑
止
そ
し
て
警
察

に
と
っ
て
有
力
な
捜
査
の

手
段
と
な
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
関
し
、
国
の
財

政
支
援
の
可
能
性
も
出
て

き
ま
し
た
の
で
、
国
と
の

折
衝
を
行
い
引
き
続
き
計

画
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

鍋
田
議
員

　

犯
罪
が
起
き
て
か
ら
は

遅
い
の
で
、
出
来
る
だ
け

早
く
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

　

嘉
島
町
民
体
育
館
駐
車

場
は
、
熊
本
地
震
で
被
害

を
受
け
て
、
部
分
的
な
舗

装
工
事
は
完
了
し
て
い
ま

す
が
、
南
側
駐
車
場
の
一

部
に
は
、
駐
車
ラ
イ
ン
が

あ
り
ま
せ
ん
。
目
安
で
駐

車
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
早
急
に
整
備
で
き

な
い
か
。

　

ご
質
問
の
箇
所
は
、
熊

本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

合
併
浄
化
槽
撤
去
及
び
下

水
管
復
旧
接
続
後
に
舗
装

工
事
を
行
っ
た
箇
所
で
駐

車
ラ
イ
ン
ま
で
は
復
旧
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。　

　

乗
用
車
５
台
分
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
し
や
す
い
よ
う
、

ラ
イ
ン
を
引
く
対
応
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

鍋
田
議
員

　

事
故
が
起
き
て
か
ら
は

遅
い
の
で
、
出
来
る
だ
け

早
く
ラ
イ
ン
を
お
願
い
し

た
い
。

子
ど
も
達
を
守
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

嘉
島
町
民
体
育
館

駐
車
場
の
整
備
は

町
長

社
会
教
育
課
長

町
長

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

鍋
田
　
平 

議
員

一般質問第30号 嘉島町議会だより
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町　　名 嘉島町 御船町 益城町 甲佐町 山都町 計

平成30年度負担金 9,044 13,192 19,243 10,735 14,178 66,392

平成31年度負担金 9,167 13,140 19,323 10,589 13,833 66,052

町　　名 嘉島町 益城町 西原村 計

平成30年度負担金 89,953 222,263 76,301 388,517

平成31年度負担金 87,530 213,199 7,363 374,092

町　　 名 嘉島町 御船町 益城町 甲佐町 計

平成30年度負担金 30,170 54,759 40,190 55,337 180,456

平成31年度負担金 28,577 56,284 41,627 49,927  176,415

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・平成31年度上益城広域連合一般会計予算について
・各町の負担金推移

上益城広域連合（川上議員・清﨑議員）
議会報告 平成31年第１回定例会（平成31年２月25日開催）

４議案が提案され、原案のとおり承認・可決しました。また、同意案として、監査委員に戸塚 誠司氏が選任されました。 
 

 

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・春日議員） 
議会報告 平成31年第１回定例会（平成31年２月26日開催）

議案が提案され、原案のとおり可決しました。

 ・平成30年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第３号）について
・平成31年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移
 

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合(鍋田組合議長・木下議員） 

議会報告 平成31年第１回定例会（平成31年２月12日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。
 

 
・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・平成31年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移 

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

一部事務組合議会報告 第30号嘉島町議会だより
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山都消防署に配備された水槽付ポンプ自動車（水Ｉ-Ｂ型）

寄贈された高規格救急車

町　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計

平成30年度負担金 139,763 239,306 168,320 302,541 849,930

平成31年度負担金 136,335 233,178 165,361 290,447 825,321

上益城消防組合（境野組合議長・川野議員） 
議会報告 平成31年第１回定例議会（平成31年２月27日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。 

 ・平成30年度上益城消防組合一般会計補正予算（第４号）について
・平成31年度上益城消防組合一般会計予算について
・各町の負担金推移

（単位：千円）

一部事務組合議会報告第30号 嘉島町議会だより
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嘉
島
町
議
会
広
報

第
30
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局

再生紙を使用しています。

〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

１
１
１
１

議
会
だ
よ
り
も
第
30

号
と
な
り
、
広
報
委
員

も
新
た
な
顔
ぶ
れ
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
皆
様
か
ら
ご

愛
読
頂
け
ま
す
様
、
議

会
広
報
紙
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

（
川
野
委
員
長
ほ
か
委
員
一
同
）

主な議会活動（平成31年１月から３月まで）

募集してます。みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、６月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。

「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長
　
川
野 

伸
一

副
委
員
長
　
園
田 

義
宣

委
　
　
員
　
森
田 

義
雄

委
　
　
員
　
境
野 

隆
文

委
　
　
員
　
増
岡 

　
司

委
　
　
員
　
満
田 

和
浩

発
行
責
任
者　

　

  

議　
　

長　

清
㟢 

輝
昭

月　　日 項　　　　目　　 場所等

1 月　9 日 第２回嘉島町認可保育所等設置・運営事業者選定委員会（宮本、境野） 役場大会議室

1 月 13 日 嘉島町成人式（全議員） 嘉島町民会館

1 月 15 日 上益城郡町村議会議長会定例会（宮本副議長） 益城町

1 月 17 日 例月現金出納検査（清﨑議選監査委員） 監査委員室

1 月 21 日～ 22 日 九州中央自動車道熊本・宮崎両県合同提言活動（宮本副議長） 国土交通省、九州地方整備局、
熊本河川国道事務所

1 月 22 日 嘉島町教育問題懇話会（川上） 嘉島中学校

2 月 12 日 平成31年第１回益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会定例会（木下、鍋田） 組合事務所

2 月 14 日 熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会（議長） ＫＫＲホテル熊本

2 月 15 日 熊本県町村議会議長会第69回定期総会（議長） ホテル熊本テルサ

2 月 18 日 例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
平成30年度第２回国民健康保険事業の運営に関する協議会（川野、春日）

監査委員室
役場庁議室

2 月 19 日 岐阜県池田町議会議員行政視察（正副議長） 役場庁議室

2 月 25 日 平成31年第１回上益城広域連合議会定例会（川上、清﨑） 福祉センター

2 月 26 日 平成31年第１回御船地区衛生施設組合定例会（森田、春日） 組合会議室

2 月 27 日 第18回九州中央自動車道建設促進大会（議長） 通潤山荘

2 月 27 日 嘉島町総合計画審議会（正副議長、富山、鍋田）
平成31年第１回上益城消防組合議会定例会（境野、川野）

大会議室
組合会議室

3 月　1 日 平成31年第１回臨時議会 役場会議場

3 月　3 日 平成31年嘉島町消防団出初式（全議員） 町民体育館

3 月　4 日 議会運営委員会 役場庁議室

3 月 8 日～ 13 日 平成31年第１回定例会　全員協議会 役場議会議場議員控室

3 月　9 日 嘉島中学校卒業式（全議員） 嘉島中学校

3 月 13 日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（議長） 役場大会議室

3 月 15 日
嘉島幼稚園卒園式（全議員）
嘉島町災害義援金配分委員会（議長）
嘉島町青少年育成団体補助金交付金審査会（議長）

嘉島幼稚園
役場大会議室
役場小会議室

3 月 18 日 平成31年第１回益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会臨時会（木下、鍋田） 組合会議室

3 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

3 月 20 日 東西小学校卒業式（全議員） 東西小学校

3 月 22 日 嘉島町献穀事業推進協議会（仮称）設立総会（議長） 役場大会議室

3 月 26 日 熊本県町村監査委員第26回定期総会及び研修会（春日） 熊本県自治会館

3 月 28 日 平成30年度第５回熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長、木下） 益城町ミナテラス

第30号嘉島町議会だより


